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研究成果の概要 

本研究は、厳しい劣化が伴う先端イメージングデータ解析から実応用に資するような情報を解析

するために、厳しい劣化への対応と複数の計測ドメインにおけるデータの統合的な扱いを可能に

する辞書学習法の確立を目指すものである。ここで、辞書学習とは、真の情報をスパースに表現す

る変換（辞書）をデータから学習する技術であり、「スパース表現による解析情報と計測データとの

整合性を保つ項（データ項）」と「係数のスパース性を評価する項（スパース項）」からなる最適化問

題を解くことで実現される技術である。 

劣化に対応できるようなスパース表現学習を実現するためには、劣化を適切にモデル化して最

適化問題を設計するというモデルベースの技術を開拓する必要がある。また、先端イメージングデ

ータから実社会の課題解決に資するような情報を再構成する辞書学習技術を確立するためには、

先端イメージングデータ解析の観点からも対策を練る必要がある。 

まずは、モデルベースの技術にスパース表現学習技術を組み込むことにより、劣化の伴うデータ

から辞書学習をする技術を開発した [成果 3]。次に、先端イメージングデータの一つであるハイパ

ースペクトル画像のミクセル分解と呼ばれる解析のモデルベースの技術を開発した [成果 2, 3]。 
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